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報道機関関係各位  ［配信先：兵庫県教育記者クラブ］ 

  
 

【お願い】 
ご取材の際は、 
右記まで事前に 
ご連絡ください 

■リリース内容のお問合せ■ 
  ⼈間科学部事務課｜TEL:078-413-3108 (平⽇ 9 時〜17 時) E-mail:ningen@konan-wu.ac.jp 
 
■取材申込み・プレスリリースのお問合せ■  
  広   報   課｜TEL:078-413-3180 (平⽇ 9 時〜17 時) E-mail:koho@konan-wu.ac.jp   
 ［キャンパス所在地］〒658-0001 兵庫県神⼾市東灘区森北町 6-2-23 
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ミニ育児本・予防接種の公的記録・⽗親の育児参加のきっかけづくりにも 

知っているようで知らない「⺟⼦⼿帳の活⽤法」 
｜7/3(⽔) 、甲南⼥⼦⼤学内 親⼦⽀援施設「甲南⼦育てひろば」で⼦育てサポート座談会｜ 

 ⺟⼦健康⼿帳（以下、⺟⼦⼿帳）は、妊娠期の検診や⼦どもの発達を記録する以外にも、育児本のように妊娠・出産・育児に
役⽴つ情報に触れたり、予防接種の公的記録や⽗親の育児参加のきっかけづくりに活かせるなど、様々な活⽤法があります。 
 
  甲南⼥⼦⼤学（神⼾市東灘区）が運営する⼦育て⽀援施設「甲南⼦育てひろば」は、「⺟⼦⼿帳の活⽤法」に関する⼦育てサ
ポート座談会を 7 ⽉ 3 ⽇(⽔)に開催します。プレゼンターは、甲南⼥⼦⼤学 看護リハビリテーション学部 教授で⼩児科医、国
際⺟⼦⼿帳委員会代表の中村安秀（なかむら やすひで）が務めます。 

n ⺟⼦⼿帳は、約 70 年前に世界で初めて⽇本で誕⽣し、戦後の⽇本の乳幼児死亡率
の低下に貢献してきました。以来、そのノウハウは発展途上国をはじめ世界各国へ
普及・アレンジされ、今では 30 カ国を超える世界の親⼦の健康を⽀えています。 

 
n 親⼦の健康に寄り添う存在として、世界から注⽬される「⽇本⽣まれの⺟⼦⼿帳」。

⼀⽅で、⽇本では⺟⼦⼿帳⾃体の認知度は⾼いものの、検診や予防接種のデータを
記録する⽤途のほかに、親⼦の健康推進に役⽴つ活⽤法があることについて、意外
にも知られていないのが現状です。 

 
n 今回プレゼンターを務める中村安秀教授は⼩児科医で、途上国の保健医療活動を通

して世界各国で⺟⼦⼿帳の普及に取り組んできた第⼀⼈者です（1986 年〜現在）。
国内外の⺟⼦⼿帳に精通するスペシャリストが、“知っているようで知らない“⺟
⼦⼿帳の活⽤法を紹介するとともに、利⽤者からの疑問・質問にもお答えします。 

 

［⽇   時］ 7/3 (⽔) 11:00〜11:30 

［場   所］ 甲南⼥⼦⼤学 甲南⼦育てひろば（10 号館 5 階） 

［テ ー マ］ 「ミッション ⺟⼦⼿帳を使いこなせ!!」 

［講   師］ 中村 安秀 （なかむら やすひで） 

             看護リハビリテーション学部・看護学研究科 教授 

［参加⽅法］ ①お電話でお申込みください。TEL：078-413-3120 (直通) 
             または ②ひろば利⽤時に保育⼠までお声がけください。 
［備   考］ ・当⽇は、通常のひろば（⾃由遊び）も開室しています。 
              ・初めてひろばを利⽤される⽅は、初回登録料 200 円／年度が 
                必要です。なお、座談会参加費は無料です。 

［主   催］ 甲南⼥⼦⼤学 甲南⼦育てひろば 
 

【甲南⼦育てひろばについて】 
0 歳〜3 歳の⼦どもとその保護者を対象とした地域の⼦育て
⽀援施設です。初回登録料 200 円(年度)で、平⽇⽉〜⾦に何
度でもご利⽤いただけます。親⼦が安⼼して安全に過ごせる
場を提供するとともに、⼤学教員や常駐の保育⼠による⽇常
的な⼦育て相談も受け付けています。現在、1 ⽇平均約 20
組の親⼦が利⽤。毎⽉「お⽗さん DAY」も開催しています。 

【座談会「わいわいトーク」について】  
ひろばでは、通常の開室以外にも「わいわいトーク」と題し
た座談会を⽉ 1 回開催しています。テーマは利⽤者のニーズ
にあわせて決定し、⼤学教員や学外から講師を招いて実施し
ます。⼦育てに関する悩みや⽇頃不安に思っていてもなかな
か⼈に話しづらいことなど、お⽗さん・お⺟さんの肩の荷を
少しでもおろしていただくことを⽬的としています。 
 

【講師プロフィール】 
甲南⼥⼦⼤学教授・⼤阪⼤学名誉教授・国際ボランテ
ィア学会会⻑・⼩児科医。1977年東京⼤学医学部卒業。
都⽴府中病院⼩児科などを経験し、その後国際協⼒機
構（JICA 専⾨家：インドネシア）、国連難⺠⾼等弁
務官事務所（UNHCR ：アフガニスタン）など途上国
の保健医療活動に取り組む。東京⼤学⼩児科講師、ハ
ーバード⼤学公衆衛⽣⼤学院研究員、⼤阪⼤学⼤学院
⼈間科学研究科教授などを経て、2017年より甲南⼥⼦
⼤学看護リハビリテーション学部教授。国際保健、在
住外国⼈の保健医療、災害保健医療など関⼼の幅は広
いが、どこの国にいっても⼦どもがいちばん好き。
2015年第43回医療功労賞を受賞。『新ボランティア
学のすすめ』（共編，昭和堂2014）など著書多数。 

(参考) 

 


